




























































小林が訳読した原文が何処にあるか探す中で，Balzac anecdotique : choix
d’anecdotes recueillies et précédées d’une introduction であることが判明した。
それはジュール・ベルトー（Jules Bertaut１８７７－１９５９）によって編集さ






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































（４）小林の「ランボオ伝」の原文は，La vie avantureuse de Jean arthur Rinbaud , jean-
marie carré, plon-paris 1926で，『地獄の遍歴者―アルチュール・ランボオの生涯』
（ジャン・マリ・カレ，訳者―江口清，１９７１年１０月）の翻訳がある。「ボオドレエル伝」













門書であり，バルザックの人物像が概観出来る。「 模索と成熟 三 バルザック
の生活習慣」の，「バルザックの日常生活」「コーヒーの効用」「バルザックのステッ
キ」などの節は，その風変りな生活を掴むのに役立つ。
（８）（『わが兄バルザックーその生涯と作品』ロール・シェルヴィル，１８５８年，訳者
大竹仁子，中村加津，鳥影社，１９９３年４月）に全訳があり，参考にした。
